
個人農家だけど

将来的に法人化を

考えたい

最新の

農業政策に

ついて知りたい

地域では

相談しづらい

悩みがある

人の採用に

困っている

（異業種も含めて）

つながりを

増やしたい

新しい技術や

機械のことが

知りたい

他の農場に

視察にいきたい

同業者と

交流がしたい

道内の農業法人を主たる会員とする任意団体です。農業法人が集
い、意見をぶつけ、情報を発信し合う場を整え、会員法人の経営向
上を図るとともに、行政機関等との連携も取りながら北海道にふさ
わしい豊かな地域農業・農村づくり、次代を担う農業人材の養成を
めざしています。また、企業の皆さまを対象としたサポータークラブ
会員制度があり、農業と異業種企業との交流を通じて双方にメ
リットのある取組を支援しています。

収益をもっと

増やしたい！
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一般社団法人 北海道農業会議
公益財団法人 北海道農業公社

一般社団法人 
北海道農業企業化研究所

包括業務提携
株式会社

日本政策金融公庫札幌支店
農林水産事業

道内各地域の
法人ネットワーク
ねむろ農業法人ネットワーク
上川管内農業法人ネットワーク

釧路農業法人会
日高農業法人会

いぶり農業法人ネットワーク
十勝、石狩、道南、etc．

都府県の
農業法人協会

北海道
農業経営
相談所

北海道農業法人協会は、
全国の都府県の農業法人協会
農業法人組織と連携して
活動しています

北海道農業法人協会
Hokkaido Agricultural Corporations Association

事務局
〒060ｰ0061
札幌市中央区南1条西10丁目3番地 南一条道銀ビル4階
TEL：011ｰ233ｰ0145　FAX：011ｰ233ｰ0133
e-mail：jimukyoku＠h-agri.jp　URL：http://h-agri.jp

JA三井リース㈱、㈱北海道銀行、㈱北洋銀行、㈱アグリドッグ、㈱ノマド 、ピーエス㈱、㈱北海道協同組合通信社、明治
飼糧㈱ 道東支店、㈱北海道アルバイト情報社、㈱サングリン太陽園、㈱丹波屋、シンジェンタジャパン㈱、㈱ノザワ フラ
ノ事業所、日本曹達㈱、税理士法人 池脇会計事務所、北海道日紅㈱、ファームエイジ㈱、松田孝志税理士事務所、菱中
産業㈱、㈱ GB産業化設計、オルテック・ジャパン(合)、ホシザキ北海道㈱、三井住友海上火災保険㈱、清和肥料工業
㈱、㈱日の丸産業社、(税)アンビシャス・パートナーズ、(一社)農山漁村文化協会北海道支部、㈱浜口微生物研究所、㈱
カナテック、北海道信用農業協同組合連合会、農林中央金庫札幌支店、越浦パイプ㈱、㈱ＨＢＡ、㈱コハタ、㈱ＮＴＴドコ
モ北海道支社、リージョンズ㈱、クミアイ化学工業㈱、日本農薬㈱、㈲北海道コーラル、東北容器工業㈱、(医)共生会川
湯の森病院、ロイヤルインダストリーズ㈱、三井住友ファイナンス＆リース㈱、共栄火災海上保険㈱、㈱マネーフォワード、
㈱ノースブランズ、十和田グリーンタフ・アグロサイエンス㈱、税理士法人 薄井会計、㈱マイナビ、日産化学工業㈱、日本
通運㈱、新生紙パルプ商事㈱、損保ジャパン日本興亜㈱、(税)小島会計、㈱安藤通商、アンビシャス総合法律事務所、㈱
ワイザー総研、(一財)あんしん財団、サクシード㈱

北海道農業サポータークラブ会員

事業継承に

ついて

知りたい

北海道農業法人協会

会員募集
北海道

農業法人協会

290会員

一般社団法人



入会資格

一般会員　
主体的かつ計画的な経営改善に取り組む北海道内の農業法人
および農業を営む個人であれば、どなたでも入会できます。
〇年会費3万円 ※日本農業法人協会と併せて加入する方は年会費 6万円

サポータークラブ会員　
この会および会員に対し、情報提供をおこない、ともに経
営の育成・強化に取り組む民間企業が対象です。農業
法人協会会員からの紹介を受け、お申し込みください。
〇年会費5万円

申し込み方法

加入申込書

FAX「加入申込書」に記入の上、
FAXにてお申し込みください。

北海道農業法人協会への
加入を申し込みます。

　　　年　　　　月　　　　日
会社名

代表者名

所在地　〒

印

011ｰ233ｰ0133

のぶし経営塾では、会員の希望に応じて各種セミナーを開催

50歳未満の農業者が集まり、未来を語り合う、
北海道次世代農業サミット

視察交流会を道内外、海外で実施

担当者名
電話

部会への加入を
希望する 酪農　・　水田

ＦＡＸ

E-mail/HP

経営面積/頭数 （　田　　　　　畑　　　　　草地　　　　　）

役員数 従業員数 外国人技能実習生

事業内容　
該当する事業に
○をつけてください

◆農業部門
稲作･畑作･野菜･花き･酪農･肉牛･養豚･養鶏･果樹･軽種馬･飼料作物・
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◆多角部門
加工･観光・レストラン･直売･体験研修・作業受託・輸出・再生ｴﾈﾙｷﾞ ・ー
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

セミナー
勉強会

視察
研修

人材
育成

WEBからも
お申し込みいただけます


